
2020年4月から学習指導要領にプログラミングが加えられることを背景に、新聞読者である小学生の親世代、祖父母

世代に訴求できるような紙面企画を、中日新聞市民版にて立案した。

プログラミングとひとえに言っても、その目的や内容は多種多様。ロボットを組み立てるものやドローンを用いるもの、人気ゲ

ームやアプリを使うものなど、様々な機材を利用する教室が名古屋市内にも多く存在している。

今回の企画では、小学生向けのプログラミング教室だけではなく、ロボットのパーツやドローンを販売する専門店やパソコン

周辺機器取扱店、子供向けの目のケア用品メーカーなどに案内し、本来一日だけの掲載予定だったものを二日間に増や

し、合計8社の広告主を掲載することができた。 名古屋本社 広告三部 安藤香
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プログラミングに関わる地元の教室や企業の情報を発信

名古屋市民版・プログラミング企画

本件のお問い合わせは、中日新聞広告局 営業推進部 電話052-221-0692(2019/10/16)

▲2019年9月25日付 中日新聞朝刊 市民版 5段

2020年4月からの小学校「プログラミング教育」必修化に向けて

☞ 記事広告＋連合広告で、地元のプログラミング関連情報を発信！

▲2019年9月24日付 中日新聞朝刊 市民版 5段


